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市民イベシト~画面座
専門醸の蜘緩や閏陪主催イパン ト ，.と子で楽しむ

クりスマスコンザートJ(幽潰亙十直由紀子さんー

ヴアイ才リニパま伽)の週..に実開 ζ惨加し忽がらイ

ベント叫・2泊費駅間問

回柵叩システム「怒らおっとJの量附"

6生語学習這動をしているグループを紹介し.. 入金手鶴

明ど臨-:x，，，::1.;.それぞ叫蹴へ摘し、し師

醐…岨コンザルタント帥怖さんlまか "定

貝...11:人"人 目砂申し込み…往復はがきじ渇座名 住

所氏名性別電..サ，・て 8月""必着で

醐(守併問上=条町 23-4 "2ト 65 0 6) 

へ.多い場合118il:!9l1H長2除から岡館で公開油霊

zt尚昆品園

，.踊白.Ob''.)盆l(肉}みん注で紀陽 日舞金策しむ

(鐙】'"人 ……一 体料金

可 (施)生a修学習センター (遭)宮叫 筑朔で表の石健砂子

【フレヲシュダンスl(内)グンス，過しで .. 慢の・W 精

進 (慰〉ゆ人 女'"人 {λ)希望符"闘い合b々 '" 纏】

畳楚ヶ丘公民銅 〈連)"'71.S(泌針"慢の山ノ内綾子

'"創{内)民湖 {b:l11人 ."人 〈入}入2希望符歓

迎 "・}笠.今居公民自 (週〕曾4'_13018ft長の広山多恵子

:ヘルシ クラブl(肉}体保を通して健康晴温と現隆企図

る岨 川 知人 山 見判kで入金制 骨 堂

和 丘公晴 {劃酬明向山合

I祉受ダンスヲークJ~CoCo l (内}社交ダンス (臨1" 
人削人削人 山 情んでL る九プをよ句集

"見せ式い合ヲプル".加，. 人でも';(範}生涯学

胃センタ (週)n26.7874代A慢の符本慢.

-・悼の院周ト(附 -.胴事 情 1-会踊敏明 1;"(λ}司

入会情報 (鑑1-主合活動胞設 省}温陸連鯵先 附札、合わ蛍…

それぞれの 6・0・設へ.ζの欄への褐後，鯛 rl，<t，J;っとJに闘

する問、、合わせは生榎字現センタ 何回268811)へ.
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引っ起しゃ事業所のごみはこのように処理してください
引っ起し忽どで崎町 ご多量のとみがと包る・盆や会栓や商(!;/)'S凶る..系ごみについて隠市で"唄鏡し

まゼん.自分で環調清実包ンター(左京五了自)^奇ち込もーか 摘の齢可を.，フた 眠腕，提携収集軍鎗賞者1ζ

処理.依頼してくZごさい、これ忌の'問看"有斜で 惨廃薫物の収集週間婚を行コていま..

(-・.. ・ヨ陸相坂..・E・.)
闘い曾わ旬 市食副総持標(包 71-3001)へ.

叩.センタ吋持ち込み〉

受付崎同 月 盆曙"の午首9時~午後4時。{催日にあた

る日も受付念 日""ま待，るみできません} 惨処理制金

一般制ごみ・1肢がつ会副 <，崎重では桝 .‘える

分はゆ0旬を還し引いて計算1 . 事象系ごみ - '(1;1につ ~ 1001'1 

.ん定 Lた院本令どIJJOcm梶目- -プゴ百一I言一
度。切ってく r!~ぃ '・肌喧

"'芝 市8・境構.工喝 (包 "
-3000) "0 
磁をン'ーでは再生食溺 (笠，

儲ガラスぴんベッ トボトル

飲特例縁パヲクj も縛ち込みで

:きます(受付時間ほ閉じ)

飼い合わ館 市'1サイ クル鍾

進麗(曾 71-9900)ヘ

大型ごみのふれあい収集

通常¢大型oみ電話申し込み収績で 主 収縮a照I乙収貨車

が通行司臨柵にみ岬凶をお願いし亡し肝伊次の

相合に隈り 代理者の立ち会し吻もとで家¢前また，..に

入って酬 し乱、 開 .

I対・"w，ドのイ白血な高齢債のみの世情または量破隊がヘ，のみの

依稽で ホームヘルパーを滋遭されてL る世智

J川崎剛生福嶋 ケースワーカー 防相な町早大

型ごみを戸外まで総出でき会 ，'と恩われる世智

<.割し込み】

代間河町市し込み (ftI1-3012.'r前8ト

予後3時) 叡‘点鉱"通常の大混ごみ申し込みと同じです

.代理いーいルパ一 四生哨ケースワ寸

一民生委員と市鴨貝

l問"、倉わ包，.環境t衛費節 事星野雨時 t但 71-3012¥へ.

園fZL訴訟
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万年育大汗進
(照斥前三飽虫色体育館)
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月

毎年 9)llsnの敬，の日に広〈市民が.

'防省福祉についての周心，理解..める色と

もに 高齢緒。自らの生活の向上に努める盆

欲..めてもら必ヮと業範しています.

消防音楽隊やボーイ ガールスカウトの'医

師怯健 闘師III，j予削監による

マーチげパンドなどを加えた1訓 人が 県

庁前から中央隊宵鎗までの豹 u キロメート

ルを行進するこの行事， 昭和制年以来今修

明酎設え，す

来月の
こよみ

-おもな行事予定・
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制同24月

25火

26水

人…似合間}27木 市 開 輔 塵 副 交 通 臨
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